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３
月
31
日
（
火
）
町
本
庁
舎
で
震

災
支
援
派
遣
職
員
の
退
任
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
熊
本
地
震
の
発
生
に
伴

い
、
平
成
28
年
度
か
ら
全
国
各
地
の

多
数
の
自
治
体
か
ら
派
遣
職
員
を
受

け
入
れ
て
お
り
、
昨
年
度
は
鹿
児
島

県
の
各
自
治
体
か
ら
５
人
が
町
建
設

課
で
復
興
業
務
に
従
事
。
任
期
満
了

に
伴
い
、
奥
薗
達
也
さ
ん
（
薩
摩
川

内
市
）、
川
畑
雅
彦
さ
ん
、
本
田
聖

さ
ん
、
西
健
一
さ
ん
（
い
ず
れ
も
鹿

児
島
市
）
の
４
人
が
退
任
を
迎
え
ま

し
た
。

　

今
後
、
４
人
は
各
自
治
体
に
戻
り

本
町
で
の
復
興
業
務
に
従
事
し
た
経

験
を
活
か
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
に

取
り
組
ま
れ
ま
す
。

　４月８日（水）町長室で横断旗の贈呈式が
行われました。
　白旗の（株）大福物流（藤田章代表取締役
社長）が春の全国交通安全運動にあわせて児
童の通学路での交通安全に貢献するため、町
に50本を贈呈。贈呈式では、同社の春山工
安全品質対策室長から奥名町長へ手渡されま
した。奥名町長は「子どもたちの交通安全の
ために活用させていただきます」と謝辞を述
べました。
　横断旗は町内の通学路に設置されています。

新１年生入学おめでとう  
令和２年度小・中学校入学式

復旧復興の経験を次に活かして  
震災支援派遣職員４人が退任

横断旗50本を町に贈呈  
（株）大福物流の地域貢献活動

▼乙女小学校体育館で開催された入学式に臨む新１年生

▲奥名町長に横断旗を手渡す春山安全品質対策室長（左）

▼

任
期
満
了
を
迎
え
ら
れ
た
派
遣
職
員
の
４
人

　

４
月
９
日
（
木
）
町
内
の
各
小

学
校
お
よ
び
甲
佐
中
学
校
で
、
令

和
２
年
度
入
学
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
年
度
の
新
入
生
は
甲
佐
小
39

人
、
龍
野
小
17
人
、
乙
女
小
23
人
、

白
旗
小
13
人
、
町
内
小
学
校
全
体

で
は
92
人
。
甲
佐
中
学
校
に
は
86

人
が
入
学
し
ま
し
た
。

　

乙
女
小
学
校
（
川
上
輝
美
校

長
）
で
は
、
同
小
体
育
館
で
入
学

式
を
開
催
。
上
級
生
や
来
賓
が
不

在
の
中
、
保
護
者
や
先
生
方
に
拍

手
で
迎
え
ら
れ
て
、
新
入
児
童
が

元
気
よ
く
入
場
。
は
じ
め
に
入
学

児
童
氏
名
報
告
が
行
わ
れ
、
新
入

児
童
た
ち
は
名
前
を
呼
ば
れ
る
と

大
き
な
声
で
返
事
を

し
起
立
し
ま
し
た
。

　

川
上
校
長
は
「
皆

さ
ん
の
入
学
を
楽
し

み
に
待
っ
て
い
ま
し

た
。
み
ん
な
が
仲
良

く
学
校
生
活
を
送
る

た
め
に
あ
い
さ
つ
を

大
事
に
し
ま
し
ょ

う
」
と
式
辞
。
乙
女

小
児
童
を
代
表
し
て

森
野
虹
輝
く
ん
（
６

年
・
下
田
口
区
）
が

「
困
っ
た
と
き
は
い

つ
で
も
聞
い
て
く
だ

さ
い
。
私
た
ち
が
お

手
伝
い
し
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
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　３月30日（月）熊本市役所で、熊本市と上益
城郡５町との「可燃ごみの広域処理に関する覚
書」締結式が行われました、
　熊本市のごみ処理施設である東部環境工場の焼
却能力に余力があり、財政負担の軽減のため近隣
市町村と広域連携について検討している熊本市と
令和７年度の稼働を目指して進めているごみ処理
施設の整備スケジュールが厳しい状況の上益城郡
５町とで協議を重ねた結果、「上益城郡５町の可
燃ごみ処理を、一定の期間熊本市に委託する」と
いう方向性で合意。今回の覚書締結に至りました。
　今後、令和７年度からを目途に５町域内の可燃
ごみ処理を熊本市へ委託することについて、具体
的な協議を進めていきます。
　上益城郡５町を代表して藤木正幸御船町長は
「今回の覚書締結によって、地震の影響で大変厳
しくなっていた整備スケジュールの調整が可能と
なり、さらには財政負担の平準化も図られるとい
うことで、大変ありがたく受け止めています」と
あいさつしました。

　３月12日 ( 木 ) 上益城農業協同組合（梶原
哲代表理事組合長）の茶業青年会（野田大輔
会長）から、町内４小学校にうがい用の緑茶
が贈呈されました。
　児童の健康維持と生産者と地域住民のつな
がりを持つことを目的に、毎年贈呈。今年度
は約20㌔（3,720パック）が提供されました。
　野田会長は「子どもたちの風邪の予防に
使ってください。これをきっかけに子どもた
ちがお茶に親しんでもらえれば」とあいさつ
しました。

風邪予防にお茶でうがいを 
ＪＡかみましき茶業青年会から緑茶を贈呈

▲蔵田教育長にうがい用の緑茶を贈呈する野田会長（右）

可燃ごみの処理について広域連携  
熊本市と上益城５町が覚書を締結

▲熊本市役所で可燃ごみの広域処理に関する覚書に署名した大西熊本市
長と上益城郡５町の町長ら

　

４
月
１
日
（
水
）
町
長
室
で
甲
佐

町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
２
人
へ
委

嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
隊
は
、
地
域
活
性
化
を
目
的
と

し
て
、
都
市
住
民
な
ど
地
域
外
の
人

材
を
地
域
の
担
い
手
と
し
て
受
け
入

れ
、
地
域
お
こ
し
や
農
林
漁
業
の
応

援
、
住
民
の
生
活
支
援
な
ど
の
地
域

協
力
活
動
を
行
う
制
度
で
、
平
成
21

年
に
総
務
省
が
創
設
し
た
も
の
。

　

本
町
で
は
佐
藤
直
樹
さ
ん
（
愛
媛

県
出
身
・
広
瀬
区
）
と
岡
本
久
子
さ

ん
（
熊
本
市
出
身
・
上
豊
内
区
）
の

２
人
が
隊
員
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
に

参
加
。
地
域
の
農
業
振
興
や
情
報
発

信
な
ど
各
自
の
得
意
分
野
を
活
か
し

な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。

協力隊でまちづくりを　
地域おこし協力隊に委嘱状を交付

▼

委
嘱
状
を
交
付
さ
れ
た
佐
藤
さ
ん（
右
）と
岡
本
さ
ん（
左
）


